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「荒井東町内会秋まつり」における特殊詐欺被害防止広

報の実施について 宮城県若林警察署

当署管内では、本年９月末の特殊詐欺の被害が３６件（前年比＋２７件）と増加し

ており、県内で２番目に多くなっている状況です。

特に、全年齢層で被害が発生しており、被害の約３割を占める架空料金請求詐欺被

害防止の注意喚起と、多額の預金が引き出される被害となるキャッシュカードを狙っ

た詐欺や窃盗に対する注意喚起を、来場された皆さんに呼びかけました。

この日は、晴天にも恵まれ、宮城県警察音楽隊・カラーガード隊も参加し、音楽隊

が全６曲を演奏し、秋祭りも大いに盛り上がりました。

特殊詐欺被害防止講話 音楽隊・カラーガード隊による演奏

【特殊詐欺被害に遭わないために】

◆ 身に覚えのない「有料サイト閲覧料金請求」「コンピュータウィルス感
染回復対策（サポートサービス）料金請求」に対しては、慌てずに警察
に相談するなどしてから対応しましょう。
◆ キャッシュカードを他人に渡さない、預けない。その暗証番号を他
人に教えない、又は簡単に推測されるものにしないようにしましょう。

◆ 警察官や区役所職員などになりすましてだます手口もありますの
で、相手を十分確認しましょう。


